
第
4
回
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い

て
は
、
実
行
委
員
会
で
検
討

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
全
容
が
固
ま
っ
た
。

第
1
日
目
の
午
後

8
階

講
堂
で
開
催
さ
れ
る
公
開
講

演
会
は
、
石
弘
光
本
学
学
長

に
よ
る
「
郵
政
民
営
化
の
ゆ

く
え
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

郵
政
事
業
は
小
泉
内
閣
の
も

と
で
民
営
化
が
す
す
め
ら
れ

た
が
、
現
民
主
党
政
権
下
で

は
新
た
な
改
革
案
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
行
方
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

午
前
中
8
階
講
堂
で
行
わ

れ
る
健
康
体
操
は
、
ス
ト
レ

ス
や
疲
労
の
回
復
、
心
身
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
体
操
を

難
波
講
師
指
導
の
も
と
で
体

験
を
す
る
。

午
前
9
階
実
習
室
で
は
、

熟
年
会
が
「
パ
ソ
コ
ン
に
触

れ
て
み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に

初
心
者
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
く
。

第
1
講
義
室
で
は
中
国
語

サ
ー
ク
ル
主
催
で
中
国
映
画

「
阿
Ｑ
正
伝
」
が
上
映
さ
れ

る
。
日
本
で
も
馴
染
み
の
魯

迅
の
原
作
を
映
画
化
し
た
も

の
で
、
辛
亥
革
命
前
夜
の
哀

れ
な
主
人
公
を
描
く
中
国
映

画
で
注
目
さ
れ
る
。

同
じ
く
午
後
12
時
15
分
か

ら
の
ト
レ
ヴ
ィ
の
会
の
オ
カ

リ
ナ
演
奏
も
校
歌
を
は
じ
め

懐
か
し
い
曲
が
披
露
さ
れ
る

予
定
で
、
オ
カ
リ
ナ
特
有
の

高
く
澄
ん
だ
音
色
が
楽
し
み
。

10
日
は
午
前
中
講
堂
で
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
主
催

の
「
社
交
ダ
ン
ス
を
体
験
し

よ
う
」
が
開
催
さ
れ
る
。

第
1
講
義
室
で
は
、
熟
年

会
の
公
開
勉
強
会
が
「
奥
の

細
道
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
る
。

午
後
は
サ
ー
ク
ル
お
お
み

や
主
催
の
講
談
と
落
語
の
会

が
開
催
さ
れ
る
。
上
尾
市
出

身
の
講
談
師
神
田
あ
お
い
さ

ん
と
さ
い
た
ま
市
出
身
の
柳

家
喬
の
字
さ
ん
が
共
演
す
る
。

2
日
間
を
通
し
て
、
学
生
、

同
窓
生
等
の
絵
画
、
写
真
、

書
道
そ
の
他
の
作
品
が
展
示

さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
サ
ー
ク
ル
紹

介
や
茶
席
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

等
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
。

バ
ザ
ー
会
場
で
は
、
毎
回

お
値
打
ち
の
掘
り
出
し
物
が

超
特
価
で
販
売
さ
れ
る
の
で

早
め
に
足
を
運
ぼ
う
。

フ
ェ
ス
タ
の
最
後
を
飾
る

の
は
、
賛
助
券
所
持
者
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
プ

ロ
の
奏
者
に
よ
る
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
演
奏
、
俳
句
川
柳
大
会

の
表
彰
、
抽
選
会
等
多
彩
な

趣
向
が
企
画
さ
れ
て
い
る
の

で
、
多
く
の
人
と
の
交
流
を

大
い
に
楽
し
も
う
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
22

年
度
2
学
期
か
ら

「
共
修
生
」
を
受
け
入
れ
ま

す
。
本
学
学
生
で
は
な
い
一

般
の
方
、
又
は
在
学
生
で
も

一
度
修
得
し
た
科
目
の
再
受

講
な
ど
、
単
位
修
得
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
面
接
授
業
の
受

講
が
可
能
で
す
。
聴
講
可
能

な
授
業
は
、
科
目
登
録
終
了

後
の
空
席
の
あ
る
科
目
の
み

の
募
集
と
な
り
、
担
当
講
師

の
了
解
の
も
と
、
指
定
し
た

科
目
に
限
り
ま
す
。
入
学
料

は
不
要
で
す
が
、
１
科
目
あ

た
り
五
千
五
百
円
が
必
要
で

す
。
聴
講
手
続
き
の
詳
細
は

窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

9
月
26
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら
、
学
習
セ
ン
タ
ー
8

Ｆ
講
堂
に
お
い
て
、
第
１
学

期
の
卒
業
証
書
・
学
位
記
授

与
式
が
行
わ
れ
る
。
卒
業
生

は
、
82
名
で
、
併
せ
て
生
涯

学
習
奨
励
賞
の
授
与
も
行
わ

れ
る
予
定
。
な
お
、
式
終
了

後
、
同
窓
会
主
催
に
よ
る
祝

賀
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る

平
成
22
年
度
第
2
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
10
月
3

日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
か

ら
8
Ｆ
講
堂
で
開
催
さ
れ
る
。

出
願
者
ベ
ー
ス
だ
が
、
集
計

に
よ
る
と
全
国
で
の
入
学
出

願
者
数
は
約
二
万
四
千
八
百

名
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の

所
属
の
出
願
者
は
、
九
百
四

十
六
名
で
昨
年
度
同
期
よ
り

九
十
六
名
の
増
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
終
了
後
は
、
例
年

通
り
学
習
相
談
、
各
サ
ー
ク

ル
紹
介
及
び
施
設
見
学
会
が

行
わ
れ
る
。

今
年
度
の
学
生
研
修
旅
行

の
日
程
が
、
10
月
26
日
（
火
）

に
決
ま
っ
た
。
「
上
州

絹

の
国
を
訪
ね
る
」
と
題
し
、

日
本
近
代
国
家
の
礎
石
と
し

て
明
治
5
年
に
設
立
さ
れ
た
、

群
馬
県
富
岡
市
の
富
岡
製
糸

場
並
び
に
近
隣
の
歴
史
施
設

な
ど
を
散
策
し
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
、
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
事
務
室
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

今
回
の
探
訪
コ
ー
ナ
ー
は
、

昨
年
ま
で
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
属
の
学
生
で
、
現
在
は

北

海
道
学
習
セ
ン
タ
ー
に
所
属
さ

れ
て
い
る
芦
田
郁
子
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー
は

北
海
道
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
構
内
に
あ
り
、
札
幌
駅
よ

り
徒
歩
７
分
で
北
大
正
門
前

に
着
き
ま
す
。
広
さ
は
１
７

７
万
㎡
で
国
立
大
学
で
は
筑

波
大
に
続
き
２
番
目
で
、
農

学
部
を
始
め
十
一
学
部
、
十

七
研
究
科
・
研
究
院
が
あ
り
、

二
十
二
の
研
究
所
・
研
究
セ

ン
タ
ー
が
エ
ル
ム
の
森
に
散

在
し
て
い
る
。
正
門
か
ら
20

分
程
歩
い
た
所
に
情
報
教
育

館
が
あ
り
、
そ
の
五
・
六
階

に
放
送
大
学
が
入
っ
て
い
ま

す
。
構
内
は
北
大
の
学
生
、

市
民
、
観
光
客
、
放
送
大
生

が
行
き
交
い
、
い
つ
も
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー
と

し
て
は
、
札
幌
セ
ン
タ
ー
の

外
に
、
そ
の
広
い
地
域
を
カ

バ
ー
す
る
為
、
地
方
自
治
体

の
協
力
の
も
と
旭
川
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
ペ
ー
ス
、
函
館
、
帯

広
、
北
見
、
留
萌
に
学
習
室

を
設
け
て
お
り
、
全
体
で
四

千
人
程
が
学
ん
で
い
ま
す
。

北
海
道
は
何
し
ろ
広
い
で

す
。
生
徒
の
負
担
を
少
し
で

も
少
な
く
す
る
為
に
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

遠
隔
面
接
授
業
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
も
っ
と
広
が
り
、
地
方
の

生
徒
が
何
処
に
い
て
も
好
き

な
面
接
授
業
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
現
実
に
は
難
し
い
事
が

多
い
と
の
事
で
す
。
十
月
に

は
埼
玉
、
神
奈
川
、
北
海
道
、

千
葉
の
各
学
習
セ
ン
タ
ー
を

結
ん
で
、
遠
隔
面
接
授
業
の

実
験
が
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

筑
和
所
長
は
今
年
就
任
さ

れ
た
ば
か
り
で
専
門
は
『
独

文
学
』
と
『
都
市
文
化
論
』

と
の
事
。
『
ア
メ
ニ
テ
ィ
』

の
向
上
を
掲
げ
、
学
び
甲
斐

の
あ
る
学
習
セ
ン
タ
ー
に
す

べ
く
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
北
海
道
独
自
の
授
業

を
模
索
中
と
い
う
事
で
楽
し

み
で
す
。
事
務
室
は
仕
切
り

が
無
く
、
い
つ
で
も
オ
ー
プ

ン
で
親
切
に
応
対
し
て
下
さ

い
ま
す
。
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

は
広
く
五
十
台
の
パ
ソ
コ
ン

と
真
ん
中
に
五
つ
の
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
試
験
が

近
く
な
る
と
そ
こ
も
勉
強
し

て
い
る
人
で
一
杯
に
な
り
ま

す
。北

海
道
学
習
セ
ン
タ
ー
の

サ
ー
ク
ル
は
全
部
で
十
五
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
札
幌

の
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
を
紹
介

し
ま
す
。

【
道
史
学
習
サ
ー
ク
ル
】
は
、

北
海
道
の
歴
史
に
つ
い
て
学

ん
で
お
り
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ

民
族
の
歴
史
や
文
化
・
北
方

領
土
に
つ
い
て
も
勉
強
し
ま

す
。

【
語
学
研
究
会
】
は
英
・
伊
・

仏
・
露
・
独
・
韓
国
語
等
を
、

北
大
の
留
学
生
を
講
師
に
招

い
て
、
語
学
を
学
び
な
が
ら

他
国
の
生
活
文
化
も
理
解
し
、

交
流
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

今
年
２
０
周
年
を
迎
え
、
十

月
十
五
日
に
石
学
長
を
お
招

き
し
、
記
念
式
典
と
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
同
じ
時
期

に
第
二
回
文
化
祭
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
埼
玉
の
皆
様
、
札

幌
に
お
い
で
の
際
は
是
非
北

海
道
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

「
面
接
授
業
に

参
加
し
て
」

笹
原
誠
二

今
年
の
第
１
学
期
、

面
接
授
業
の
登
録
申

請
で
５
科
目
申
し
込

ん
だ
ら
、
何
と
全
科

目
受
講
で
き
て
幸
運

で
あ
っ
た
。

今
年
の
面
接
授
業
の
特
徴

は
、
今
ま
で
の
レ
ジ
メ
通
り

の
一
方
的
な
説
明
授
業
が
少

な
く
、
講
師
と
学
生
間
で
の

双
方
向
の
意
思
の
通
い
合
っ

た
授
業
が
多
く
な
り
、
大
変

満
足
し
て
い
る
。

あ
る
面
接
授
業
で
は
、
毎

日
の
よ
う
に
講
師
に
指
名
さ

れ
た
。
講
義
内
容
の
ポ
イ
ン

ト
を
質
問
さ
れ
、
必
死
に
な
っ

て
前
回
の
講
義
内
容
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
何
と
か
回
答

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
全
般

的
に
講
義
中
で
も
こ
ち
ら
が

挙
手
し
て
関
連
質
問
を
す
る

と
、
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ

る
こ
と
も
多
く
、
一
日
の
授

業
が
短
く
感
じ
た
ほ
ど
で
あ

る
。さ

ら
に
、
あ
る
授
業
で
は
、

一
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
ま
と
め
た
内
容
を

発
表
し
あ
い
、
最
後
に
全
体

の
ま
と
め
を
す
る
こ
と
で
、

全
員
参
加
の
意
識
が
高
ま
リ
、

参
加
者
の
一
体
感
も
増
し
た

よ
う
に
感
じ
た
。

双
方
向
の
授
業
形
式
は
、

放
送
授
業
で
は
味
わ
え
な
い

面
接
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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第
４
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

公
開
講
演
会

「
郵
政
民
営
化
の
ゆ
く
え
」

講
師

石

弘
光

学
長

今
回
は
放
送
大
学
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
事
務
局
長
の
篠
田

安
彦
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

篠
田
さ
ん
は
、
前
年
度
の
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
代
表
で
あ
り
、
現

在
も
事
務
局
長
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
ま
た
、
「
江
戸
時
代

の
古
文
書
を
読
む
会
」
の
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
放
送
大
学
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

放
送
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
平
成
13
年
4
月
で
す
。
放

送
大
学
は
、
開
講
科
目
が
多
く
、
自
分
の
学
び
た
い
科
目
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
放
送
授
業
が
中
心
で
、
自
分
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
、
好
き
な
時
に
好
き
な
だ
け
学
べ
る

の
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
自
分
の
知
識
を
広
げ
、
生
涯
教
育

を
続
け
る
た
め
に
は
こ
の
大
学
に
限
る
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

Ｑ
放
送
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
か
。

自
分
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
日
本
の
歴
史
関
係
、
特
に
中

世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
科
目
や
文
献
学
を
中
心
に
学
ん
で

き
ま
し
た
。

Ｑ
放
送
大
学
の
学
生
生
活
の
中
で
、
印
象
的
な
出
来
事
は

本
年
2
月
、
通
学
途
中
の
大
宮
駅
階
段
で
転
倒
し
、
右
足

首
骨
折
の
重
傷
事
故
を
負
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
学
習
セ
ン

タ
ー
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
は
迅
速
で
親
切
な
対
応
を
し
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す

Ｑ
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
趣
味
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は

若
い
こ
ろ
、
祖
母
の
持
っ
て
い
た
書
物
の
中
に
「
た
ま
か

わ
に
さ
ら
す
て
つ
く
り
さ
ら
さ
ら
に
…
…
」
と
い
う
和
歌
が

あ
り
、
な
ん
と
な
く
魅
か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
後
年

そ
れ
が
万
葉
集
東
歌
の
一
首
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
古
典
や
古
文
書
の
鑑
賞
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

Ｑ
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
や
古
文
書
の
会
で
活
動
す
る
中
で
感
じ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
学
習
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
人
た
ち
と
の
「
和
」

を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
を
楽
し
く

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
サ
ー
ク
ル
や
学
習
セ
ン
タ
ー
の
行

事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
役
員
と
し
て
多
く
の
方
々
に
こ
の
輪
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
微
力
な
が
ら
努
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

篠

田

安

彦

さ
ん

Ｃ
Ｓ
Ｃ
事
務
局
長

探
訪
コ
ー
ナ
ー
第
10
回

北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

10
月
９
日
（
土
）
～
10
日
（
日
）
に
開
催
の

第
４
回
フ
ェ
ス
タ
の
全
容
が
固
ま
る
！

中
国
映
画
上
映

「
阿
Ｑ
正
伝
」

オ
カ
リ
ナ
演
奏

一
〇
月
九
日
（
土
）

一
〇
月
一
〇
日
（
日
）

講
談
と
落
語

二
日
間
共
通

イ
ベ
ン
ト

Ｐ
Ｃ
初
心
者
教
室

健
康
体
操

社
交
ダ
ン
ス

公
開
勉
強
会

共
修
生
制
度
実
施

2
学
期

入
学
者
の
集
い

学
生
研
修
旅
行

卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式

北大の並木道

筑和所長（右）と佐藤事務長



放
送
大
学
で
は
、
初
の
試
み

と
し
て
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
遠
隔
公
開
講
演
会
が

平
成
22
年
10
月
6
日
（
水
）
13

時
30
分
か
ら
第
１
講
義
室
で
行

わ
れ
る
。
こ
れ
に
参
加
す
る
学

生
を
10
名
程
度
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
教
務
係
ま
で
申
込

下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

講
演
題
目
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
の

基
礎
：
立
体
」
と
題
し
、
宮
崎

千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
が
講

演
し
、
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
を

メ
イ
ン
と
し
北
海
道
学
習
セ
ン

タ
ー
、
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー

及
び
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
を
Ｔ

Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
行

う
も
の
で
す
。

第
2
回
サ
ロ
ン
ま
つ
ざ
き
が
、

「
地
球
外
生
命
体
は
ど
こ
に
？
」

と
題
し
、
10
月
6
日
（
水
）
13

時
30
分
か
ら
第
２
講
義
室
で
行

わ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

8
月
か
ら
、
佐
藤
一
彦
教
授
と

佐
々
木
照
央
教
授
が
新
た
に
客

員
教
授
と
し
て
採
用
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
サ
ロ
ン
や
ゼ
ミ
な

ど
ど
ん
ど
ん
企
画
し
て
い
き
ま

す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

同
窓
会

10
月
22
日
（
金
）

JR
北
浦
和
駅
西
口
駅
前
10
時
集
合

研
修
・
親
睦
旅
行

県
立
近
代
美
術
館
お
よ
び

埼
玉
大
学
見
学

サ
ー
ク
ル
お
お
み
や

10
月
16
日
（
土
）

「
上
村
松
園
展
」

地
下
鉄
竹
橋
駅
下
車

東
京
国
立
近
代
美
術
館
前

集
合
午
前
10
時

11
月
24
日
（
水
）

鎌
倉
周
辺
散
策

JR
鎌
倉
駅
10
時
30
分
集
合

ト
レ
ヴ
ィ
の
会

11
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
～

第
32
回
短
歌
を
楽
し
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

10
月
12
日
（
火
）
午
後

歴
史
と
民
俗
博
物
館
見
学

10
月
19
日
（
火
）
～
毎
週
火
曜
日

（
第
2
火
曜
日
を
除
く
）

Ｐ
Ｃ
楽
習
会

11
月

見
沼
用
水
散
策

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

定
例
会

10
月
2
日
（
土
）

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

10
月
16
日
（
土
）

氷
川
の
杜
文
化
館

Ｐ
Ｃ
描
画

武
藤
達
雄

よ
も
や
ま
話

よ
ろ
ず
屋

○
9
月
1
日

新
幹
線
７
０

０
系
車
両
熊
本
駅
に
到
着
。

12
月
開
通
予
定
。
現
在
の
九

州
新
幹
線
は
鹿
児
島
中
央
～

新
八
代
「
つ
ば
め
」
で
同
ホ
ー

ム
対
面
乗
り
換
え
し
て
博
多

「
特
急
リ
レ
ー
つ
ば
め
」
へ

と
接
続
し
て
い
る
。
全
線
開

通
は
来
年
春
で
鹿
児
島
～
東

京
「
さ
く
ら
」
で
あ
る
。
鹿

児
島
、
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

も
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
る
こ

と
に
な
る
。

○
「
蟹
工
船
」
は
世
界
で
読

ま
れ
て
い
る
。

著
者
小
林
多
喜
二
が
特
高

警
察
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
は
、

ロ
シ
ア
革
命
が
あ
っ
た
こ
と

や
労
働
者
運
動
の
高
ま
り
を

恐
れ
た
政
府
の
弾
圧
の
厳
し

さ
を
思
わ
せ
る
。
漁
業
労
働

者
と
し
て
は
高
収
入
の
北
洋

労
働
市
場
の
面
が
あ
っ
た
。

「
北
洋
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

北
進
せ
よ
！

毎
日
新
聞
社
。

漁
業
企
業
家
・
菊
池
鉄
彌
。

近
代
日
本
の
北
洋
開
拓
の

夢
に
生
き
た
男
が
い
た
。
日

本
人
初
の
北
極
圏
に
突
入
、

最
大
の
輸
出
産
業
と
な
る
カ

ニ
工
船
を
考
案
、
や
が
て
国

家
か
ら
離
脱
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

渡
っ
た
大
漁
業
家
の
波
乱
万

丈
。
蟹
工
船
の
悲
壮
な
感
想

を
持
ち
続
け
て
い
た
が
、
少

し
心
が
穏
や
か
に
な
る
想
い

が
し
た
の
で
す
。
多
喜
二
の

他
に
も
歴
史
の
ヒ
ー
ロ
ー
は

居
る
と
。

天
高
く
馬
肥
え
る
秋

記
録
的
な
夏
の
猛
暑
も
よ
う

や
く
治
ま
っ
て
、
過
ご
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

学
園
祭
の
準
備
と
並
行
し

て
の
編
集
も
何
と
か
終
わ
り

ま
し
た
。
次
号
は
11
月
末
発

行
で
す
。
皆
様
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
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さ
て
［
い
ろ
］
と
言
え
ば
、
元
首
相
の
小
泉
純
一
郎
氏
に
ご

登
場
願
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
氏
が
現
役
時
代
に

［
人
生
い
ろ
い
ろ
、
会
社
も
い
ろ
い
ろ
、
社
員
も
い
ろ
い
ろ
］

と
発
言
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
と
ば
そ
の
も
の
は
全
く
正
し

い
し
、
人
そ
の
も
の
も
［
い
ろ
い
ろ
］
で
十
人
十
色
で
あ
る
。

筆
者
自
身
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
定
年
ま
で
、
殆
ど
同
じ

会
社
に
勤
務
、
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
も
関
係
・
関
連
会
社
に
勤

務
し
た
経
験
が
あ
る
。

会
社
に
は
、
良
く
も
悪
く
も
そ
の
会
社
の
企
業
風
土
と
い
う

も
の
が
あ
っ
て
、
大
概
の
社
員
は
、
そ
の
風
土
（
色
）
に
染
っ

て
い
る
の
で
、
あ
る
意
味
同
じ
よ
う
な
価
値
観
を
共
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
社
員
同
士
の
感
覚
は
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
上
下
関
係
の
位
置
づ
け
が
明
ら
か
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

礼
節
を
わ
き
ま
え
、
良
い
関
係
を
保
ち
や
す
い
環
境
に
も
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
放
送
大
学
は
違
う
。
専
業
主
婦
、

勤
労
主
婦
、
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
生
粋
の
学
生
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
卒
業
生
等
々
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
、
男

性
、
女
性
、
年
齢
に
係
ら
ず
上
下
関
係
も
な
い
。
実

に
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
を
も
っ
た
人
種
（
人
色
）
の
る
つ
ぼ

に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
い

や
筆
者
は
今
、
ひ
し
ひ
し
と
実
感
中
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

人
の
色
た
る
や
、
色
で
勝
手
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
赤

系
統
の
情
熱
的
で
明
る
い
人
、
ピ
ン
ク
系
統
の
被
害
妄
想
的
な

ひ
と
、
黄
色
系
統
の
言
葉
が
き
つ
く
怖
い
ひ
と
、
緑
系
統
の
優

し
く
、
包
容
力
の
あ
る
ひ
と
、
青
系
統
の
頑
固
で
自
己
主
張
の

強
い
ひ
と
、
な
ど
多
彩
で
あ
る
。
（
お
断
り
し
て
お
く
が
、
こ

の
色
に
よ
る
分
類
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
を
参
考
に
し
て
い

る
訳
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
筆
者
に
よ
る
独
断
的
な
分
類
な
の

で
、
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
）

そ
し
て
、
十
人
十
色
の
枠

の
中
に
入
り
き
ら
な
い
よ
う
な
自
己
愛
性
が
強
す
ぎ
る
ひ
と
は
、

さ
し
ず
め
紫
外
線
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
紫
外
線

は
、
蜂
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
人
に
は
み
え
な
い
。
自

己
愛
性
の
強
す
ぎ
る
人
の
考
え
は
、
ひ
と
（
他
人
）
に
は
容
易

に
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
色
の
物
理
的
な
関
係
性
と

よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く
の
こ
じ
つ
け
で
あ

る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
紫
外
線
領
域
の
色
（
波
長
）
の
人
は
、

空
を
掴
む
よ
う
に
難
し
い
。
な
ら
ば
赤
外
線
領
域
の
人
は
ど
う

か
と
、
質
問
が
出
そ
う
で
あ
る
が
、
赤
外
線
よ
り
も
っ
と
波
長

の
長
い
も
の
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
使
わ
れ
て
い
る
電
波
で

あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
赤
外
線
は
、
可
視
光
線
の
赤
と
電
波
と

の
丁
度
、
境
界
に
在
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
た
、
こ
じ
つ
け

で
言
え
ば
境
界
性
人
格
（
障
害
）
な
ん
て
い
う
心
理
的
分
類
も

あ
る
。
長
く
な
る
の
で
、
こ
の
辺
の
こ
と
は
読
者
の
ご
推
察
に

お
ま
か
せ
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
て
、
か
く
言
う
筆
者
は
、

［
い
ろ
］
に
こ
じ
つ
け
て
勝
手
な
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
ひ

と
（
他
人
）
の
色
を
観
る
と
き
は
（
い
ろ
メ
ガ
ネ
）
を
掛
け
ず

に
、
素
直
に
観
る
よ
う
心
が
け
て
は
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
筆
者
と
て
一
定
の
価
値
観
を
も
っ
て
い
る
。
自
分
に
素

直
に
人
（
他
人
）
を
観
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
、
そ
の
価
値

観
と
言
う
（
い
ろ
メ
ガ
ネ
）
を
掛
け
て
見
て
い
る
事
に
す
ぎ
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
と
何
か
変
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
陷
り
そ
う
な
の
で
、
こ
の
あ

た
り
で
筆
を
止
め
た
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

［
人
い
ろ
い
ろ
］
、
［
人
生
い
ろ
い
ろ
］
、
［
こ
の
世
も
い

ろ
い
ろ
］
で
あ
り
、
実
に
［
色
事
］
に
は
楽
し
い
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

第
四
回
フ
ェ
ス
タ
で

「
阿
Ｑ
正
伝
」
上
映
の
お

知
ら
せ

学
生
団
体
の
中
国
語
サ
ー

ク
ル
が
フ
ェ
ス
タ
初
日
の

十
月
九
日
（
土
曜
日
）
午

前
十
時
半
か
ら
中
国
映
画

「
阿
Ｑ
正
伝
」
を
上
映
し

ま
す
。

「
二
十
世
紀
中
国
文
学
」

（
藤
井
省
三
教
授
）
の
授

業
で
勉
強
し
た
近
代
文
学

者
魯
迅
が
、
一
九
二
一
年

十
二
月
か
ら
翌
年
二
月
に

亘
っ
て
「
阿
Ｑ
正
伝
」
を

発
表
し
た
と
き
に
は
、
中

国
の
知
識
人
た
ち
に
動
揺

を
き
た
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
阿
Ｑ
に
己
を
重

ね
あ
わ
せ
て
愕
然
と
す
る

の
は
、
た
だ
当
時
の
中
国

の
知
識
人
た
ち
だ
け
で
は

な
か
っ
た
筈
で
す
。
小
説

「
阿
Ｑ
正
伝
」
が
魯
迅
の

代
表
作
で
あ
る
と
同
時
に

中
国
現
代
文
学
の
代
表
作

と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
。

あ
ら
す
じ
を
じ
っ
く
り
味

わ
っ
て
ぜ
ひ
フ
ェ
ス
タ
に

参
加
し
て
映
画
「
阿
Ｑ
正

伝
」
を
鑑
賞
し
て
く
だ
さ

い
。

①
こ
の
映
画
は
、
一
九
八

一
年
（
魯
迅
生
誕
百
周
年

記
念
）
上
海
電
影
制
片
廠

撮
影
制
作
、
岑
范
監
督
、

厳
順
開
（
阿
Ｑ
）
、
王
蘇

姫
（
呉
媽
）
李
緯
（
趙
大

旦
那
）
、
金
一
康
（
仮
洋

鬼
子
）
②
日
本
で
は
一
九

八
二
年
に
第
五
回
中
国
映

画
祭
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

主
人
公
の
阿
Ｑ
は
江
南

の
未
荘
と
い
う
村
を
生
活

の
場
と
し
て
い
た
日
雇
い

労
働
者
で
、
名
前
も
は
っ

き
り
し
な
い
阿
Ｑ
は
、
地

主
の
趙
旦
那
か
ら
同
じ
日

雇
い
農
民
の
小
Ｄ
に
ま
で

村
中
の
人
た
ち
か
ら
い
じ

め
ら
れ
笑
い
も
の
に
さ
れ

て
い
る
。
「
我
こ
そ
は
自

ら
を
軽
蔑
で
き
る
第
一
人

者
」
な
ど
と
屁
理
屈
を
こ

ね
て
は
自
己
満
足
し
て
い

た
。こ

れ
が
中
国
人
の
骨
髄

に
ひ
そ
む
病
弊
で
あ
る
こ

と
を
魯
迅
は
え
ぐ
り
だ
し

た
。
跡
取
り
息
子
欲
し
さ

に
趙
家
の
女
中
に
言
い
寄
っ

た
た
め
雑
役
も
な
く
な
り
、

県
城
へ
行
き
盗
賊
を
し
て

稼
い
だ
金
を
も
っ
て
再
び

未
荘
に
帰
っ
て
く
る
。

一
時
羽
振
り
が
良
く
な

る
も
の
の
盗
賊
で
は
な
く

そ
の
手
伝
い
に
す
ぎ
な
か
っ

た
こ
と
が
知
れ
わ
た
り
、

再
び
村
人
か
ら
馬
鹿
に
さ

れ
て
し
ま
う
。

そ
の
後
、
辛
亥
革
命
の

噂
に
あ
わ
て
ふ
た
め
く
地

主
た
ち
を
見
て
阿
Ｑ
も
革

命
党
に
あ
こ
が
れ
る
が
、

未
荘
で
は
日
本
留
学
生
だ
っ

た
若
旦
那
ら
が
、
さ
っ
さ

と
革
命
党
を
組
織
し
て
し

ま
い
出
る
幕
も
な
く
な
る
。

や
が
て
趙
家
で
起
き
た
強

盗
事
件
の
犯
人
と
し
て
阿

Ｑ
が
見
せ
し
め
の
た
め
に

逮
捕
さ
れ
、
法
廷
に
引
き

出
さ
れ
た
阿
Ｑ
は
、
わ
け

も
わ
か
ら
ぬ
う
ち
に
銃
殺

さ
れ
て
し
ま
う
。

完
全
な
冤
罪
だ
っ
た
が
、

革
命
党
に
と
っ
て
は
見
せ

し
め
が
必
要
で
、
係
累
の

な
い
阿
Ｑ
が
選
ば
れ
た
。

署
名
に
字
を
知
ら
な
い
と

○
を
書
け
と
言
わ
れ
、
そ

の
○
も
満
足
に
か
け
な
い
。

未
荘
の
人
々
は
こ
れ
を
楽

し
げ
に
見
物
す
る
の
で
あ

る
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

中
国
映
画

「
阿
Ｑ
正
伝
」

秋
葉
栄
一

サ
ー
ク
ル
案
内

編
集
後
記

前
回
の
「
ス
ペ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
で

は
、
主
に
白
い
壁
に
代
表
さ
れ
る
、
光
と
影
の
鮮

明
な
ス
ペ
イ
ン
独
特
の
家
屋
の
紹
介
を
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
お
城
や
城
塞
都
市
な
ど
豪
華
な
建

築
物
を
紹
介
し
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
通
貨
圏
内
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ

と
並
ん
で
ス
ペ
イ
ン
が
経
済
的
に
破
綻
寸
前
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
見
て

き
た
限
り
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
場
合
、
農
業
生
産

は
極
め
て
豊
か
で
あ
り
、
か
っ
て
覇
権
国
家
で
あ
っ

た
こ
ろ
よ
り
の
文
化
遺
産
の
数
々
を
み
る
と
ち
ょ
っ

と
し
た
改
革
で
、
豊
か
さ
を
十
分
に
持
続
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

現
在
の
キ
リ
ス
ト
教
国
家
は
公
式
に
は
過
去
の

レ
コ
ン
キ
ス
タ
の
過
程
で
イ
ス
ラ
ム
的
文
化
を
払

拭
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
ス
ペ

イ
ン
を
ス
ペ
イ
ン
た
ら
し
め
て
て
い
る
の
は
、
数

多
く
の
イ
ス
ラ
ム
文
化
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
代
表
格
た
る
都
市
の
一
つ
が
グ
ラ
ナ
ダ
の

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
で
す
。

今
回
、
宮
殿
の
隣
の
丘
サ
ン
ニ
コ
ラ
ス
展
望
台

か
ら
遠
く
雪
を
い
た
だ
く
シ
エ
ラ
・
ネ
バ
ダ
山
脈

を
背
景
に
哀
愁
を
た
た
え
て
佇
む
宮
殿
を
ス
ケ
ッ

チ
し
て
い
る
と
き
、
こ
れ
ぞ
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
遺

産
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
が
ト
レ
ド
の
城
塞
都
市
で
し
た
。
街

全
体
が
、
蛇
行
す
る
タ
ホ
川
に
三
方
を
守
ら
れ
た

堅
固
な
城
塞
都
市
と
い
う
も
の
を
み
た
と
き
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
の
伝
統
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
し
た
。

街
の
中
心
地
の
小
高
い
丘
に
修
道
院
を
置
き
、

そ
の
周
囲
に
広
が
る
街
の
風
景
の
美
し
さ
は
格
別

で
し
た
。
多
く
の
画
家
が
こ
の
風
景
を
絵
に
し
て

い
ま
す
が
、
私
も
街
を
遠
望
す
る
タ
ホ
川
の
外
側

か
ら
二
枚
と
、
後
々
、
街
中
に
入
り
一
枚
と
ス
ケ
ッ

チ
し
な
が
ら
そ
の
異
様
な
空
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
―
（
二
）

ト
レ
ヴ
ィ
の
会

上
倉
清
一

色
事
に
つ
い
て
（
二
）

新
井
俊
雄

遠
隔
公
開
講
演
会

参
加
者
募
集

サ
ロ
ン
ま
つ
ざ
き

俳
句

ワ
イ
ン
持
て
納
涼
空
中
レ
ス
ト
ラ
ン

静
彧

た
お
や
か
な
人
に
よ
り
そ
う
燕
子
花

安
代

息
ひ
そ
め
沢
の
闇
よ
り
山
椒
魚

保
子

水
面
も
色
と
光
の
大
花
火

智
子

岩
魚
食
う
日
焼
け
の
ほ
ほ
に
光
る
塩

八
重
子

朝
風
に
ポ
ッ
ペ
ン
吹
け
ば
空
高
し

光
娥

蝉
時
雨
こ
こ
は
芭
蕉
の
館
か
な

と
く
江

拝
殿
を
中
に
据
え
た
る
茅
の
輪
か
な

十
詩

（
つ
み
草
）

川
柳

猛
暑
三
題

四
倉
光

ひ
と
と
き
の

涼
を
求
め
て

図
書
室
へ

図
書
室
で

涼
み
つ
い
で
に

本
を
読
む

こ
の
暑
さ

生
涯
学
習

へ
た
り
け
り


